
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  勤勉手当（会計年度分）
給料  児童手当
職員手当等 退職手当負担金

扶養手当 共済費
住居手当 共済組合負担金
通勤手当
時間外勤務手当 互助会負担金
管理職手当
期末手当 社会保険料
期末手当(会計年度分） 雇用保険料
勤勉手当

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 124 児童福祉総務費（一般）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

幼児・学校教育課職員（幼児教育担当）の人件費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,399千円 419千円 
12,850千円 360千円 

1,950千円 
750千円 
300千円 4,700千円 
350千円 共済組合負担金（会計年度分） 232千円 
60千円 45千円 

720千円 地方公務員災害補償基金負担金 30千円 
3,200千円 315千円 

498千円 50千円 
2,600千円 

区分

事業費 29,436 31,828 2,392 保育対策総合支援事業費補助
金（保育士巡回支援事業） 1,956

国庫支出金 0 1,956 1,956

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 29,436 29,872 436

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■職員 
・ 課長 1、課長補佐 1、主任 1 

合計 3人分
■パートタイム会計年度任用職員 保育士１

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 124 児童福祉総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育所の管理・運営に係る人件費。 保育所の管理・運営を行う教育委員会事務局に職員を配置

し、安全、安心な保育の提供を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。
また令和7年度より「保育対策総合支援事業費補助金（保育士等への巡回支援事業）国庫補助金」を新た
に申請している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

旅費 工事請負費
需用費 中山みどりの森保育園照明LED
役務費 化工事
委託料 名和さくらの丘保育園照明LED

保育所広域入所児童委託料 化工事
保育所給食調理業務委託料 大山地きゃらぼく保育園照明
保育所栄養管理ソフト保守委託料 LED化工事
保育業務支援システム保守委託料 負担金補助及び交付金
保育施設照明LED化工事設計監理 公課費
委託料

使用料及び賃借料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

保育所の運営に係る経費。
   幼児バス経費、保育所広域入所児童委託料、保育所給食調理業務委託料、保育所支援システム
   等委託料、保育所入所児童災害共済掛金、施設等（認可外保育所など）の利用給付、その他
   保育所にかかる事務局経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(          )

1/2
(          )

1/4
(          )

1/4
(          )

90％
(  50％ )

(          )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

65千円 
681千円 
155千円 15,950千円 

3,240千円 19,800千円 
25,054千円 

235千円 9,460千円 
1,109千円 2,089千円 

17千円 
12,361千円 

5千円 

区分

事業費 35,969 90,221 54,252 子育てのための施設等利
用給付交付金 918

国庫支出金 1,666 1,317 △ 349 子どものための教育・保育
給付交付金 399

県支出金 933 799 △ 134 子どものための教育・保育
給付費県負担金・補助金 340

地方債 1,300 51,700 50,400 子育てのための施設等利
用給付県負担金 459

その他 114 109 △ 5 脱炭素化推進事業債 51,700

一般財源 31,956 36,296 4,340 分担金及び負担金など 109

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 歳入内訳
・ 分担金及び負担金ど

過年保育料 6千円
日本スポーツ振興センター負担金 103千円

・ 地方債
脱炭素化推進事業債（充当率90％、交付税措置率50％）

中山みどりの森保育園照明設備LED更新事業 18,000千円
名和さくらの丘保育園照明設備LED更新事業 21,900千円
大山きゃらぼく保育園照明設備LED更新事業 11,800千円

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育所運営に係る管理事務費。 児童福祉法第39条に定める保育所を設置し、同法第35条第

3項の規定により保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児その他の児童を保育する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

保育所修繕料を500千円新たに追加している。また、保育所に予算計上していた旅費、駐車場使用料を一括し
て計上している。
委託料と工事請負費において、拠点保育園の照明LED化更新に係る経費を新規計上している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員
旅費 費用弁償

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 679 病後児保育事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町病児・病後児保育事業実施要綱

個別計画 なし

事業
概要

病気の回復期であって、集団保育又は出席が困難で、かつ、保護者が就労等の理由により家庭において保
育を行うことが困難な児童を、保育所において一時的に保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(          )

(          )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

31千円 
2千円 

区分

事業費 62 33 △ 29 病児・病後児保育促進事
業補助金 10

国庫支出金 0 0 0 病後児保育料 6

県支出金 25 10 △ 15

地方債 0 0 0

その他 12 6 △ 6

一般財源 25 17 △ 8

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■R6決算額
・ 利用者 0人

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 679 病後児保育事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内に住所を有する生後６か月から小学
校就学前までの児童。

病気の回復期であって、集団保育又は出席が困難で、かつ、保護者が
就労等の理由により家庭において保育を行うことが困難な児童を、保
育所において一時的に保育を行うことにより、保護者の子育て及び就
労の両立を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

実績に応じて予算額を減額している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

役務費
手数料

委託料
病児保育委託料

負担金補助及び交付金
病児予約システム利用負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 911 病児保育事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町病児・病後児保育事業実施要綱

個別計画 なし

事業
概要

当面症状の急変が認められないものの、病気の回復期には至っていないこと等から、通常の集団保育又は出
席が困難で、かつ、保護者が就労等の理由により家庭において保育を行うことが困難な児童を、医療機関等
に付設された専用保育施設において一時的に保育を行う。米子市が窓口となり、米子市内の病児保育施
設（３施設）と西部広域市町村で委託契約するための経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

30千円 

746千円 

209千円 

区分

事業費 660 985 325

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 660 985 325

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 911 病児保育事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内に住所を有する生後6週から小学校
6年生までの児童

病気の回復期であって、集団保育又は出席が困難で、かつ、保護者が
就労等の理由により家庭において保育を行うことが困難な児童を、保
育所において一時的に保育を行うことにより、保護者の子育て及び就
労の両立を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

令和８年度から病児予約システムを導入することとなり、導入にかかる負担金が必要となるため増額。（病児保
育広域利用市町村で按分）

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬
パートタイム職員分

報償費
講師謝礼

旅費
費用弁償

需用費
消耗品費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1435 保育の質の向上のための研修事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費国庫補助金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

保育の質の向上に資するため、研修事業の主催、他団体で開催される研修への派遣を行う。研修参加に際
して必要となる代替え職員の人件費、通勤費を計上する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

724千円 

103千円 

52千円 

10千円 

区分

事業費 834 889 55 子ども子育て支援体制整
備総合事業補助金 444

国庫支出金 417 444 27

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 417 445 28

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1435 保育の質の向上のための研修事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育士の研修にかかる経費。 保育士の専門性向上により保育の質の向上を図るため、町独自の研

修を実施することに加え、研修参加時の代替職員を配置することにより
研修に参加しやすくなり、積極的な研修参加を促す。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

研修回数 回 71 70 70 70 70

延べ受講人数 人 255 260 260 260 260

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 西部町村教育委員会連絡協議
教育委員報酬 会負担金

旅費 中国地区市町村教育委員会
普通旅費 連合会研修大会
費用弁償

需用費
消耗品費

役務費
通信運搬費

負担金補助及び交付金
県市町村教育委員会研究協議会

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 1 教育委員会費

事業名 278 教育委員会費（一般）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律、大山町教育委員会会議規則など

個別計画 なし

事業
概要

教育委員会の運営経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,920千円 45千円 

2千円 15千円 
140千円 

3千円 

193千円 

22千円 

区分

事業費 2,614 2,340 △ 274

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 2,614 2,340 △ 274

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 1 教育委員会費

事業名 278 教育委員会費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町教育委員会及び関係機関。 町の教育行政における重要事項や基本方針を決定する。定例教育

委員会及び臨時教育委員会を開催し、各種議案の審議等を行うほ
か、保育所（園）、学校の計画訪問等を実施し、教育の質の向上や
教育環境の整備について配慮する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

教育委員会開催回数 回 13 12 12 12 12

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員 県町村教育長会負担金
給料 特別職給料 中国五県町村教育長研究大会

一般職給料 負担金
職員手当等 鳥取県町村総合事務組合学校
共済費 医等公務災害補償事務
旅費
交際費
需用費
負担金補助及び交付金 

西部町村就学支援協議会
鳥取県教育施設整備期成会

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 2 事務局費

事業名 279 事務局費（一般）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町職員の給与に関する条例、地方教育行政の組織及び運営に関する法律など

個別計画 なし

事業
概要

学校教育関係職員の給与及び一般経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,874千円 15千円 
7,332千円 

25,500千円 7千円 
25,563千円 
11,550千円 10千円 

296千円 
100千円 
100千円 

80千円 
3千円 

区分

事業費 72,220 72,430 210 幼児・学校教育課雑入 1

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 1 1 0

一般財源 72,219 72,429 210

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■職員（一般職） 
教育次長 1、参事 1、課長補佐 1、主幹 2、主任 1
合計 6人分

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 2 事務局費

事業名 279 事務局費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町教育委員会事務局。 教育委員会の決定方針の下に、教育行政や事務を執行する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。会計年度任用職員はフルタイムからパートタイムに変更。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 イングリッシュキャンプ
需用費 使用料及び賃借料

消耗品費 備品購入費
燃料費 スクールバス更新事業
印刷製本費 GIGAスクール端末更新事業
修繕料 負担金補助及び交付金

役務費 教育活動費補助金
委託料 特色ある学校づくり費補助金

清掃業務 フリースクール利用料補助金
運転業務 地区進出学習会補助金ほか
学校情報機器保守 公課費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 280 教育振興費（一般）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 スクールバス運行管理規則、大山町学校支援補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

教育振興に係る一般経費及び学校パソコン・タブレット、スクールバス運行にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
( 上限あり )

1/2
(          )

2/3
(          )

※１
(          )

1/3
(          )

※２
(          )

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

255千円 363千円 
9,815千円 

1,394千円 
6,232千円 16,388千円 

550千円 44,935千円 
5,184千円 
1,837千円 560千円 

2,600千円 
538千円 3,600千円 

40,034千円 1,540千円 
238千円 442千円 

区分

事業費 104,376 136,505 32,129 へき地児童生徒援助費等
補助金 3,900

国庫支出金 3,900 3,900 0 学力向上プログラム補助金 749

県支出金 13,920 33,242 19,322 鳥取県公立学校情報機
器整備事業費補助金 29,956

地方債 7,700 12,400 4,700 オンラインスピーキング支援
事業費補助金 915

その他 5,422 21,169 15,747 鳥取県不登校児童生徒
支援事業補助金 1,200

一般財源 73,434 65,794 △ 7,640 ふるさと応援基金繰入金な
ど 33,991

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ ※１ 
オンラインスピーキング支援事業費補助金 915千円

ＡＩ英会話　　1,500円×610人
■ ※２

ふるさと応援基金繰入金など
・ 鳥取県部活動の地域移行に係る推進体制整備・支援事業補助金 422千円（1/2）
・ ふるさと応援基金繰入金 6,190千円

（英会話サービス利用料 3,590千円、特色ある学校づくり費補助金 2,600千円）
・ 合併振興基金繰入金 14,979千円

（GIGAスクール端末更新事業 14,979千円）
・ 過疎対策事業債（スクールバス） 12,400千円

（充当率 100％、交付税措置率 70％）

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 280 教育振興費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員、保護
者。

・遠隔地から学校へ通学する児童・生徒の登下校のためにスクールバス配車。
・学校に対し各種補助金を交付し、学校における活動を支援する。
・フリースクール通所経費を補助し、児童生徒の学びの機会の確保と保護者
  の経済的負担の軽減を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

スクールバス2台購入。GIGAスクール端末更新事業で小学校用のタブレット817台購入。フリースクール利用料
補助金を10名分確保など。また、イングリッシュキャンプ委託料は国際交流推進費より科目変更した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費

役務費
通信運搬費
保険料

委託料
防犯訓練業務委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 912 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

子どもたちや職員の安全を図るため、専門家による学校・地域の安全教育の指導助言や、子ども見守り隊に
よる登下校の見守り活動を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

2/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

40千円 

40千円 
27千円 

572千円 

区分

事業費 189 679 490 鳥取県学校・家庭・地域連携協
力推進事業費補助金 428

国庫支出金 0 0 0

県支出金 99 428 329

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 90 251 161

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 912 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立保育所の園児、職員及び大山町立
学校の児童生徒、教職員。

・子どもや職員の安全・安心を守るため、保育所や学校で防犯教室
  や訓練を実施し、防犯体制の強化を図る。
・地域子ども見守隊を組織し、通学路における見守り活動を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

スクールガード・リーダー 人 1 1 1 1 1

地域子ども見守り隊員の確保 人 65 80 85 90 95

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

防犯教室・訓練の実施 回 14 14 14 14 14

追加・
変更に
ついて

防犯教室・訓練などの実施について、令和７年度からスクールガード・リーダー委嘱から警備会社への委託に変更
した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 普通旅費
会計年度任用職員報酬 費用弁償

職員手当等
期末手当
勤勉手当

共済費
共済組合負担金
社会保険料
雇用保険料
労災保険料

旅費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1063 スクールソーシャルワーカー等活用事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県スクールソーシャルワーカー活用事業費補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

社会福祉の専門的な知識や技能を有するスクールソーシャルワーカーを教育委員会に配置し、学校へ派遣
する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

2/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

96千円 
8,153千円 166千円 

1,086千円 
914千円 

524千円 
714千円 
109千円 
35千円 

区分

事業費 11,495 11,797 302 スクールソーシャルワーカー
活用事業費補助金 7,864

国庫支出金 0 0 0

県支出金 7,674 7,864 190

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 3,821 3,933 112

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1063 スクールソーシャルワーカー等活用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員、保護
者。

スクールソーシャルワーカーを教育委員会事務局に配置し、児童
生徒の置かれた環境への働きかけや、保護者、教員等に対して
相談、支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

スクールソーシャルワーカー配置 人 4 4 4 4 4

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
講師謝礼

需用費
消耗品費

役務費
手数料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1188 小中連携学力向上推進事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 「大山町小中連携学力向上推進事業」運用方針など

個別計画 なし

事業
概要

中学校区を指定し、児童・生徒の実態把握を行い、中学校区で９年間を見通して小中学校共通の授業
実践を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

150千円 

56千円 

3,653千円 

区分

事業費 2,000 3,859 1,859

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 2,000 3,859 1,859

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1188 小中連携学力向上推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員。 ・大山町内の学校に通う児童、生徒が年２回、標準  学力調査、i-checkに取り

  組み、目標、成果指標  を設け、学力向上を目指していく。
・中学校区ごとに講師を招聘し教職員の授業技量  の向上を目指す。
・小中連携して各中学校区の課題に応じた部会を  開きし、課題解決に取り組ん
  でいく。（家庭学習、  生活習慣等）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

標準学力調査・分析 回 2 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
児童生徒通学者送迎業務委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1344 特別支援学校児童生徒通学支援事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 市町村等が行う特別支援学校児童生徒通学支援に対する交付金実施要綱など

個別計画 なし

事業
概要

県立の特別支援学校に通学する児童生徒の送迎について、通学の安全確保及びその保護者の負担軽減
を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100％
(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

64千円 

区分

事業費 64 64 0 特別支援学校児童生徒
通学支援事業補助金 64

国庫支出金 0 0 0

県支出金 64 64 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1344 特別支援学校児童生徒通学支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
県立特別支援学校に就学する児童生徒。 隔地から県立特別支援学校に就学する児童生徒の通学の安

全確保と保護者負担の軽減を図るため、通学のための送迎に対
し助成する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員 旅費
職員手当等 普通旅費

期末手当 費用弁償
勤勉手当 需用費

共済費 消耗品費
共済組合負担金 役務費
社会保険料 保険料
雇用保険料
労災保険料

報償費
謝礼金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1438 コミュニティ・スクール推進事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町立学校における学校運営協議会規則、鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金交
付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

学校運営協議会の会議運営や、学校間、学校運営協議会委員との連絡・調整などを行い、学校運営協
議会の推進を支援する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

2/3
(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,070千円 
5千円 

225千円 51千円 
190千円 

5千円 
172千円 
232千円 18千円 
23千円 
9千円 

320千円 

区分

事業費 2,270 2,320 50 鳥取県学校・家庭・地域連携協
力推進事業費補助金 730

国庫支出金 0 0 0

県支出金 784 730 △ 54

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,486 1,590 104

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1438 コミュニティ・スクール推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の学校運営協議会。 全学校で設置している学校運営協議会が独自性を持ち地域と学校が

連携した取り組みが行えるよう、CSディレクターを教育委員会事務局に
配置し、学校運営協議会の運営支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ＣＳデイレクター配置 人 1 1 1 1 1

学校運営協議会の開催 回 22 28 28 28 28

研修会の開催 回 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員 需用費
職員手当等 消耗品費

期末手当 役務費
勤勉手当 通信運搬費

共済費
雇用保険料

報償費
謝礼金

旅費
普通旅費
費用弁償

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1569 鳥取県部活動の地域移行に係る推進体制整備・支援事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県部活動の地域移行に係る推進体制整備・支援事業補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

部活動の地域展開に向け、関係者との連絡調整・指導助言等を行うコーディネーターの配置や協議会の設
置等の体制を構築する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2、1/4
(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

947千円 
5千円 

200千円 
168千円 12千円 

21千円 

84千円 

5千円 
21千円 

区分

事業費 857 1,463 606 鳥取県部活動の地域移行に係る推進
体制整備・支援事業補助金 381

国庫支出金 0 0 0

県支出金 226 381 155

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 631 1,082 451

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1569 鳥取県部活動の地域移行に係る推進体制整備・支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立中学校の生徒、教職員、保護者。 部活動コーディネーターを教育委員会事務局に配置し、部活動の地域

移行や連携に係る体制整備を行い、将来にわたって子どもたちのスポー
ツ・文化芸術活動の機会を確保する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

部活動のあり方検討委員会の開催 回 3 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

部活動の合同練習 部 3 3 5 5 5

部活動の合同練習 回 1 24 24 24 24

追加・
変更に
ついて

事業名称を「地域スポーツクラブ活動体制整備事業」から「鳥取県部活動の地域移行に係る推進体制整備・支
援事業」に変更した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
短期英語留学プログラム事業補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1585 短期英語留学プログラム事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町補助金等交付規則、短期英語留学プログラム事業補助金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

アメリカハワイ州において実施する短期英語留学事業を夏休みに実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

10,000千円 

区分

事業費 0 10,000 10,000 ふるさと応援基金繰入金 10,000

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 10,000 10,000

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1585 短期英語留学プログラム事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
公募により選出した者をもって組織する団体。
（大山町立中学校の生徒、教職員など）

大山町立中学校生徒の教育分野や異文化体験等を通じた語学習
得を図るため、アメリカハワイ州において実施する短期英語留学事業に
必要な費用に対して補助を行うことにより、次代を担う人材育成に努め
る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

派遣生徒数 人 8 8 8 未定 未定

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員報酬 費用弁償
職員手当等

期末手当
勤勉手当

共済費
共済組合負担金
社会保険料
雇用保険料
労災保険料

旅費
普通旅費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1627 校内サポート教室設置事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県校内サポート教室支援員配置事業実施要領など

個別計画 なし

事業
概要

校内教育支援センターにおける環境整備を行い、通常の学級での学習等や集団での生活が困難となった不
登校（傾向）児童生徒の支援を行う校内における特別の教室（校内サポート教室）を設置し、専属の支
援員を配置し、個々の児童生徒の状況に応じた学習支援・生活支援等を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,200千円 101千円 

438千円 
370千円 

342千円 
462千円 
62千円 
5千円 

13千円 

区分

事業費 0 4,993 4,993 校内サポート教室設置事
業費補助金 2,496

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 2,496 2,496

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 2,497 2,497

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 3 教育振興費

事業名 1627 校内サポート教室設置事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員。 校内教育支援センターにおける環境整備を行い、不登校を未然

に防止するとともに、不登校児童生徒の登校復帰を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

校内サポート教室の設置 校 2 3 3

校内サポート教室支援員の配置 人 2 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

校内教育支援センターにおける環境整備を行い、通常の学級での学習等や集団での生活が困難となった不登校
（傾向）児童生徒の支援を行う校内における特別の教室（校内サポート教室）を設置し、専属の支援員を配
置し、個々の児童生徒の状況に応じた学習支援・生活支援等を行う。令和8年度は2校に設置予定。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員報酬 費用弁償
職員手当等 需用費

期末手当 消耗品費
勤勉手当 役務費

共済費 通信運搬費
共済組合負担金
社会保険料
雇用保険料
労災保険料

旅費
普通旅費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 4 教育支援センター費

事業名 681 教育支援センター費（一般）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律、大山町教育委員会会議規則など

個別計画 なし

事業
概要

教育支援センターの運営に係る経費。寺子屋の職員人件費及 び運営費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

5,308千円 265千円 

1,119千円 50千円 
941千円 

78千円 
672千円 
912千円 
116千円 
25千円 

13千円 

区分

事業費 11,266 9,499 △ 1,767

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 11,266 9,499 △ 1,767

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 5 教育総務費 4 教育支援センター費

事業名 681 教育支援センター費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
児童生徒及び寺子屋職員。 教育支援センターを設置し、不登校児童生徒に対し、学校への

復帰を支援するため必要となる相談・指導・援助を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

児童生徒の学校復帰、進学の支援 人 5 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

教育相談員をフルタイム会計年度任用職員からパートタイム会計年度任用職員に変更した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員 工事請負費
給料 会計年度任用職員 大山西小学校職員駐車場整備
職員手当等 工事
共済費 中山小学校照明設備LED更新
旅費 工事
需用費 中山・大山小学校教室等出入
役務費 口錠前取付工事
委託料 負担金補助及び交付金

健康診断委託料（事務局費） 寄附金
中山小学校照明設備LED更新工事
監理委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 1 学校管理費

事業名 281 学校管理費（事務局費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例、特別支援学級学習支援員配置要領など

個別計画 なし

事業
概要

小学校児童の学習環境の保全を図るため、会計年度任用職員の配置や、教職員・児童の健康管理、施
設管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(          )
100％

(  70％  )
100％

(  70％  )

(          )

(          )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

36,175千円 
10,944千円 
18,648千円 15,000千円 
12,331千円 

908千円 24,310千円 
2,172千円 
2,672千円 3,300千円 

707千円 
1,056千円 2,000千円 

1,200千円 

区分

事業費 85,888 131,423 45,535 学校施設環境改善交付
金 8,503

国庫支出金 0 8,503 8,503 過疎対策事業債 17,000

県支出金 0 0 0 過疎対策事業債（ソフ
ト） 2,000

地方債 0 19,000 19,000 公共施設整備基金繰入
金 16,500

その他 472 16,880 16,408 日本スポーツ振興センター
負担金 297

一般財源 85,416 87,040 1,624 小学校使用料 83

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ パートタイム会計年度任用職員
学校主事 4名、学習支援員 11名

■ フルタイム会計年度任用職員
学校司書 4名

■ 学校修繕料
・ 大山西小学校渡り廊下屋根修繕 1,612千円
・ 小学校一般修繕    500千円

■ 工事請負費
・ 大山西小学校職員駐車場整備工事 15,000千円
・ 中山小学校照明設備ＬＥＤ更新工事 24,310千円
・ 中山・大山小学校教室等出入口錠前取付工事 3,300千円

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 1 学校管理費

事業名 281 学校管理費（事務局費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員、大山町
会計年度任用職員。

小学校児童の学習環境の保全を図るため、学習支援員や学校
主事などの会計年度任用職員の配置や、教職員・児童の健康
管理、施設管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

中山小学校照明設備LED更新工事 24,310千円、大山西小学校職員駐車場整備工事 15,000千円など
大型の工事を予定している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

扶助費
就学援助費（医療費分）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 2 教育振興費

事業名 288 教育振興費（事務局費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費補助金交付要綱、大山町就学援助費
給付要領など

個別計画 なし

事業
概要

経済的な理由により就学困難な児童に対する医療費の助成を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

20千円 

区分

事業費 30 20 △ 10 要保護児童生徒援助費
補助金 5

国庫支出金 5 5 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 25 15 △ 10

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 2 教育振興費

事業名 288 教育振興費（事務局費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校児童生徒の保護者。 教育基本法に基づき経済的理由で就学することが困難な児童

生徒に対し就学援助を行い、義務教育の円滑な実施を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 会計年度任用職員 中山中学校トイレ改修工事監
給料 会計年度任用職員 理委託料
職員手当等 工事請負費
共済費 大山中学校部室棟改築工事
旅費 ほか
需用費 負担金補助及び交付金
役務費 積立金
委託料 中山中学校演習林基金積立金

健康診断委託料（事務局費） 寄附金
大山中学校部室棟改築工事設計 少人数学級協力金
監理委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 1 学校管理費

事業名 297 学校管理費（事務局費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例、特別支援学級学習支援員配置要領など

個別計画 なし

事業
概要

中学校生徒の学習環境の保全を図るため、会計年度任用職員の配置や、教職員・児童の健康管理、施
設管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(          )
100％

(  70％  )
100％

(  70％  )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

22,836千円 
8,086千円 1,250千円 

11,949千円 
7,465千円 

656千円 145,509千円 
500千円 478千円 

1,227千円 
5千円 

704千円 
2,000千円 

3,000千円 

区分

事業費 56,047 205,665 149,618 学校施設環境改善交付
金 19,694

国庫支出金 0 19,694 19,694 過疎対策事業債 125,900

県支出金 0 0 0 過疎対策事業債（ソフ
ト） 2,000

地方債 0 127,900 127,900 公共施設整備基金繰入
金 4,000

その他 449 4,565 4,116 日本スポーツ振興センター
負担金 149

一般財源 55,598 53,506 △ 2,092 中学校使用料ほか 416

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ パートタイム会計年度任用職員
学校主事 3名、学習支援員 6名、部活動指導員 1名

■ フルタイム会計年度任用職員
学校司書 3名

■ 工事請負費
・ 名和中学校プール横駐車場舗装工事
・ 名和中学校プール循環ろ過設備更新工事
・ 大山中学校部室棟改築工事
・ 中山中学校トイレ改修工事
・ 中山中学校武道場照明設備ＬＥＤ更新工事

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 1 学校管理費

事業名 297 学校管理費（事務局費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員、大山町
会計年度任用職員。

中学校児童の学習環境の保全を図るため、学習支援員や学校
主事などの会計年度任用職員の配置や、教職員・生徒の健康
管理、施設管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

大山中学校部室棟改築工事 65,000千円、中山中学校トイレ改修工事 50,000千円など大型の工事を予
定している。（詳細は下記）

4,000千円 
18,677千円 
65,000千円 
50,000千円 
7,832千円 

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
部活動外部指導者活用補助金
生徒活動費補助金
部活動全国大会派遣費等補助金

扶助費
就学援助費（医療分）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 2 教育振興費

事業名 304 教育振興費（事務局費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律、大山町教育委員会会議規則など

個別計画 なし

事業
概要

中学校部活動への必要経費を補助する。また、経済的理由により就学困難な生徒に対する医療費の助成
を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

112千円 
5,400千円 

500千円 

20千円 

区分

事業費 6,141 6,032 △ 109 要保護児童生徒援助費
補助金 5

国庫支出金 5 5 0 部活動外部指導者活用
補助金 56

県支出金 106 56 △ 50 ふるさと応援基金繰入金 5,900

地方債 0 0 0

その他 5,900 5,900 0

一般財源 130 71 △ 59

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 2 教育振興費

事業名 304 教育振興費（事務局費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校及び大山町立学校児童生徒
の保護者。

・学校に対し各種補助金を交付し、学校における 活動を支援する。
・教育基本法に基づき経済的理由で就学することが困難な児童生徒
  に対し就学援助を行い、義務教育の円滑な実施を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
外国語指導助手業務委託料

補助金及び交付金
テメキュラ市交流事業補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 3 国際交流推進費

事業名 309 国際交流推進費（事務局費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 アメリカテメキュラ市中学生交流団派遣事業補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

ALT（外国語指導助手）の各校配置や姉妹都市である米国テメキュラ市への交流団派遣事業を行い、子
どもたちが外国人との交流を通して、より英語に親しむことのできる環境の整備を推進する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(   70％  )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

33,449千円 

6,000千円 

区分

事業費 40,812 39,449 △ 1,363 過疎対策事業債（ソフト
事業分） 6,000

国庫支出金 0 0 0 ふるさと応援基金繰入金 33,449

県支出金 0 0 0

地方債 7,000 6,000 △ 1,000

その他 33,449 33,449 0

一般財源 363 0 △ 363

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 3 国際交流推進費

事業名 309 国際交流推進費（事務局費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員及び保護
者。

友好、姉妹都市である米国テメキュラ市へ中学生を派遣し、友
好親善を図るとともに、異文化体験を通じ国際理解や国際交流
への関心を高め、国際化に対応できる人材の育成を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ＡＬＴ（外国語指導助手）の配置 人 7 7 7 7 7

テメキュラ市派遣生徒数 人 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

イングリッシュキャンプ委託料は教育振興費（一般）へ科目変更した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
　
　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 327 青少年育成

総合計画の位置づけ 04　文化•芸術を楽しめる機会を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県市町村創生交付金条例、鳥取県市町村創生交付金条例施行規則など

個別計画 なし

事業
概要

町内の小中学校の児童・生徒に芸術鑑賞の機会を提供し、豊かな情操を養い、豊かな人間形成の一助に
資する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

中学生芸術鑑賞教室 660千円 
青少年劇場巡回公演 1,320千円 

区分

事業費 1,800 1,980 180 市町村創生交付金 990

国庫支出金 0 0 0

県支出金 900 990 90

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 900 990 90

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 327 青少年育成

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒、教職員。 文化芸術を身近に鑑賞する機会を提供し、豊かな情操を養い、

豊かな人間形成の一助に資する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

鑑賞者数（３中学校） 人 312 347 全生徒 全生徒 全生徒

鑑賞者数（４小学校） 人 649 710 全児童 全児童 全児童

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

物価高騰の影響により事業者の委託料を増額した。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
家庭教育支援基盤形成事業

需用費
消耗品費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 553 家庭教育支援基盤形成事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業補助金交付要綱など

個別計画 なし

事業
概要

参観日などの保護者が集まる機会を利用し、子育て講座（講演会など）を開催して、学習の機会や親子で
のふれあいの場を提供する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

2/3
(          )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

143千円 

2千円 

区分

事業費 102 145 43 家庭教育支援基盤形成
事業費補助金 96

国庫支出金 0 0 0

県支出金 68 96 28

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 34 49 15

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 553 家庭教育支援基盤形成事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
子育て中の保護者。　（子育て支援センター、
保育所、小・中学校）

子育て中の保護者に、学習の機会や親子でのふれあいの場を提
供することで、子育てに対する不安や悩みの解決につなげる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

子育て講座開催回数 回 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
大山町学校給食調理等業務委託
プロポーザル審査会審査委員謝礼

委託料
学校給食調理等業務委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 幼児・学校教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 350 学校給食センター（名和）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 学校給食法、学校給食衛生管理基準など　

個別計画 なし

事業
概要

町内学校給食調理業務の外部委託経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

10千円 

80,291千円 

区分

事業費 79,223 80,301 1,078

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 79,223 80,301 1,078

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 幼児・学校教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 350 学校給食センター（名和）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町立学校の児童生徒。 町内学校給食の調理業務について外部委託を行うことにより、

町内児童生徒等に提供する学校給食を安全で衛生的な環境
で調理する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  通信運搬費
報償費 手数料
旅費 筆耕翻訳料
需用費 委託料

消耗品費 使用料及び賃借料
燃料費 原材料費
食糧費 備品購入費
印刷製本費
光熱水費
修繕料

役務費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 小学校

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 1 学校管理費

事業名 282 小学校（学校管理費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例など

個別計画 なし

事業
概要

小学校の施設設備等を適正に整備し、教育活動を円滑に実施するための管理運営にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

815千円 1,326千円 
1,051千円 7,400千円 

78千円 54千円 
6,889千円 

8,940千円 1,479千円 
3,066千円 190千円 

40千円 2,804千円 
518千円 

28,600千円 
1,200千円 

区分

事業費 61,106 64,450 3,344 太陽光発電売電収入 20

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 12 20 8

一般財源 61,094 64,430 3,336

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 学校ごとの予算額
・ 中山小学校
・ 名和小学校
・ 大山小学校
・ 大山西小学校

計

担当課 小学校
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 1 学校管理費

事業名 282 小学校（学校管理費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小中学校の児童生徒及び教職員。 学校教育法第38条及び第49条の規定に基づき、町立の小学

校及び中学校を設置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

物価高騰等により、手数料、委託料など金額が増加している。

17,289千円 
17,701千円 
11,371千円 
18,089千円 
64,450千円 

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

備品購入費 就学援助費（大山小学校）
教材備品（中山小学校） 就学援助費（大山西小学校）

・ 生物顕微鏡 3台 特別支援教育就学奨励費
教材備品（大山西小学校） （中山小学校）

・ 65型液晶テレビ 2台 特別支援教育就学奨励費
・ 理科実験用ガスコンロ 4台　　　　　　　 （名和小学校）
・ 実験用てこ 6台　　　　　　　　　　 　 特別支援教育就学奨励費
・ デジタル長座体前屈計 （大山小学校）

扶助費 特別支援教育就学奨励費
就学援助費（中山小学校） （大山西小学校）
就学援助費（名和小学校）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 小学校

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 2 教育振興費

事業名 289 小学校（教育振興費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例など

個別計画 なし

事業
概要

小学校の教育振興にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(        )

1/2
(        )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

96千円 
102千円 168千円 

498千円 34千円 

80千円 

57千円 

103千円 35千円 
117千円 

区分

事業費 2,092 1,290 △ 802 特別支援教育就学奨励
費補助金 103

国庫支出金 167 154 △ 13 理科教育設備費等補助
金 51

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,925 1,136 △ 789

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 学校ごとの予算額
・ 中山小学校
・ 名和小学校
・ 大山小学校
・ 大山西小学校

計

担当課 小学校
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 10 小学校費 2 教育振興費

事業名 289 小学校（教育振興費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小中学校の児童生徒及び教職員。 学校教育法第38条及び第49条の規定に基づき、町立の小学

校及び中学校を設置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

239千円 
197千円 
153千円 
701千円 

1,290千円 

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  通信運搬費
報償費 手数料
旅費 筆耕翻訳料
需用費 委託料

消耗品費 使用料及び賃借料
燃料費 原材料費
食糧費 備品購入費
印刷製本費
光熱水費
修繕料

役務費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中学校

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 1 学校管理費

事業名 298 中学校（学校管理費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例など

個別計画 なし

事業
概要

中学校の施設設備等を適正に整備し、教育活動を円滑に実施するための管理運営にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

575千円 990千円 
952千円 6,000千円 
70千円 60千円 

4,388千円 
6,210千円 1,435千円 
2,850千円 170千円 

30千円 2,688千円 
167千円 

19,700千円 
1,556千円 

区分

事業費 52,361 47,841 △ 4,520

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 52,361 47,841 △ 4,520

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 学校ごとの予算額
・ 中山中学校
・ 名和中学校
・ 大山中学校

計

担当課 中学校
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 1 学校管理費

事業名 298 中学校（学校管理費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小中学校の児童生徒及び教職員。 学校教育法第38条及び第49条の規定に基づき、町立の小学

校及び中学校を設置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

物価高騰等により、手数料、委託料など金額が増加している。

16,163千円 
15,344千円 
16,334千円 
47,841千円 

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

備品購入費 特別支援教育就学奨励費
教材備品（大山中学校） （大山中学校）

・ 小型静電圧発生装置 1台
扶助費

就学援助費（中山中学校）
就学援助費（名和中学校）
就学援助費（大山中学校）
特別支援教育就学奨励費
（中山中学校）
特別支援教育就学奨励費
（名和中学校）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中学校

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 2 教育振興費

事業名 305 中学校（教育振興費）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町立学校等設置条例など

個別計画 なし

事業
概要

中学校の教育振興にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(        )

1/2
(        )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

109千円 209千円 

191千円 
305千円 
329千円 

35千円 

132千円 

区分

事業費 1,793 1,310 △ 483 特別支援教育就学奨励
費補助金 188

国庫支出金 623 242 △ 381 理科教育設備費等補助
金 54

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,170 1,068 △ 102

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 学校ごとの予算額
・ 中山中学校
・ 名和中学校
・ 大山中学校

計

担当課 中学校
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 15 中学校費 2 教育振興費

事業名 305 中学校（教育振興費）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小中学校の児童生徒及び教職員。 学校教育法第38条及び第49条の規定に基づき、町立の小学

校及び中学校を設置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

226千円 
437千円 
647千円 

1,310千円 

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料 共済費
職員手当等 共済組合負担金

扶養手当 互助会負担金
住居手当
通勤手当
時間外勤務手当
管理職手当
期末手当
勤勉手当
児童手当
退職手当負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山みどりの森保育園

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

中山みどりの森保育園に係る管理事務費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

33,400千円 
11,000千円 

1,020千円 110千円 
0千円 地方公務員災害補償基金負担金 70千円 

800千円 
700千円 
720千円 

7,700千円 
6,400千円 

360千円 
5,050千円 

区分

事業費 64,899 67,330 2,431

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 64,899 67,330 2,431

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■職員 
園長1、副園長1、現業主幹1、主幹保育士2、主任保育士2、保育士2
合計 9人分

担当課 中山みどりの森保育園
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育所運営に係る管理事務費。 児童福祉法第39条に定める保育所を設置し、同法第35条第

3項の規定により保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児その他の児童を保育する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  図書
給料  施設備品
職員手当等 負担金補助及び交付金
共済費
報償費  嘱託医師謝礼
旅費  
需用費
役務費
委託料
使用料及び賃借料
備品購入費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山みどりの森保育園

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1073 中山みどりの森保育園

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

中山みどりの森保育園の運営経費。
保護者が就労等で保育にかける未就学児童を預かり保育をする。児童福祉施設最低基準や保育所保育
指針に基づいて、年齢や個人差を考慮した保育を行い、３歳以上児は就学に向けて教育的要素を取り入
れた保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(        )

1/3
(        )

1/2
(        )

1/2
(        )

(        )

(        )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員分 21,082千円 20千円 
会計年度任用職員分 23,363千円 539千円 

17,756千円 
11,505千円 西部保育協議会負担金 10千円 

142千円 鳥取県子ども家庭育み協会 27千円 
760千円 

19,247千円 
2,679千円 

767千円 
412千円 

区分

事業費 104,477 98,309 △ 6,168 子ども・子育て支援交付金 133

国庫支出金 133 134 1 子ども・子育て支援交付金 133

県支出金 4,036 2,338 △ 1,698 保育士等配置促進事業
費補助金 500

地方債 0 0 0 中山間地域市町村保育料軽
減等モデル事業補助金 1,705

その他 5,356 5,205 △ 151 保育所職員指導食負担金
（中山みどりの森保育園） 2,206

一般財源 94,952 90,632 △ 4,320 現年保育料ほか 3,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 保育施設の概要
・ 120人
・ 平日：7:30～19:00     土曜：7:30～18:00     
・ 満6か月の翌月～小学校就学前

■パートタイム会計年度任用職員 保育士4名、保育補助4名、調理員3名、代替え分
■フルタイム会計年度任用職員 担任保育士1名、保育士3名、看護師1名、保育補助2名、

調理員1名分
■ 歳入内訳 現年保育料ほか 現年保育料 2,714千円、延長保育料 25千円、一時

保育料 258千円、子ども誰でも通園制度 3千円（国庫支出金 1千円、諸収入 2千円）
■ 保育所入所人数

担当課 中山みどりの森保育園
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1073 中山みどりの森保育園

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児、その他の児童。

保護者の労働又は疾病その他の事由により、保育を必要とする
乳児、幼児、その他の児童に保育を提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。また、フロンガス排出抑制法に基づく定期点検が必要となる上に、物
価高騰等により、手数料、委託料など金額の増加および、賄材料費については、一食当たり300円から340円に
増額している。

定      員
開所時間
対象児童

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意

R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8

中山みどりの森 13 7 13 19 16 16 12 16 14 13 27 14 95 85

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計
保育所



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料 共済費
職員手当等 共済組合負担金

扶養手当 互助会負担金
住居手当
通勤手当
時間外勤務手当
管理職手当
期末手当
勤勉手当
児童手当
退職手当負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 名和さくらの丘保育園

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

名和さくらの丘保育園に係る管理事務費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

40,350千円 
13,100千円 

900千円 150千円 
320千円 地方公務員災害補償基金負担金 100千円 
850千円 
800千円 
720千円 

9,100千円 
7,400千円 

720千円 
6,100千円 

区分

事業費 69,882 80,610 10,728

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 69,882 80,610 10,728

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■職員 
園長1、副園長1、主幹保育士1、現業主幹1、主任保育士5、保育士2　
合計 11人分

担当課 名和さくらの丘保育園
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育所運営に係る管理事務費。 児童福祉法第39条に定める保育所を設置し、同法第35条第

3項の規定により保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児その他の児童を保育する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  図書
給料  施設備品
職員手当等 負担金補助及び交付金
共済費
報償費  嘱託医師謝礼
旅費  
需用費
役務費
委託料
使用料及び賃借料
備品購入費  

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 名和さくらの丘保育園

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1168 名和さくらの丘保育園

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

名和さくらの丘保育園の運営経費。
保護者が就労等で保育にかける未就学児童を預かり保育をする。児童福祉施設最低基準や保育所保育
指針に基づいて、年齢や個人差を考慮した保育を行い、３歳以上児は就学に向けて教育的要素を取り入
れた保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(        )

1/3
(        )

1/2
(        )

1/2
(        )

(        )

(        )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員分 26,076千円 30千円 
会計年度任用職員分 28,764千円 179千円 

22,142千円 
14,820千円 西部保育協議会負担金 11千円 

47千円 鳥取県子ども家庭育み協会 30千円 
1,440千円 

22,427千円 
2,419千円 
1,040千円 

590千円 

区分

事業費 130,184 120,015 △ 10,169 子ども・子育て支援交付金 277

国庫支出金 277 277 0 子ども・子育て支援交付金 277

県支出金 5,095 2,472 △ 2,623 保育士等配置促進事業
費補助金 500

地方債 0 0 0 中山間地域市町村保育料軽
減等モデル事業補助金 1,695

その他 6,178 5,390 △ 788 保育所職員指導食負担金
（名和さくらの丘保育園） 2,386

一般財源 118,634 111,876 △ 6,758 現年保育料ほか 3,004

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 保育施設の概要
・ 150人
・ 平日：7:30～19:00     土曜：7:30～18:00     
・ 満6か月の翌月～小学校就学前

■パートタイム会計年度任用職員 保育士4名、保育補助3名、調理員3名、代替え分
■フルタイム会計年度任用職員 担任保育士1名、保育士4名、看護師1名、保育補助2名、

調理員2名分
■ 歳入内訳

・ 現年保育料ほか 現年保育料 2,696千円、延長保育料 50千円、一時保育料 258千円
■ 保育所入所人数

担当課 名和さくらの丘保育園
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1168 名和さくらの丘保育園

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児、その他の児童。

保護者の労働又は疾病その他の事由により、保育を必要とする
乳児、幼児、その他の児童に保育を提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。また、フロンガス排出抑制法に基づく定期点検が必要となる上に、物
価高騰等により、手数料、委託料など金額の増加および、賄材料費については、一食当たり300円から340円に
増額している。

定      員
開所時間
対象児童

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意

R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8

名和さくらの丘 9 11 22 12 20 23 24 23 14 25 31 15 120 109

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計
保育所



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料 共済費
職員手当等 共済組合負担金

扶養手当 互助会負担金
住居手当
通勤手当
時間外勤務手当
管理職手当
期末手当
勤勉手当
児童手当
退職手当負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山地区保育所

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

大山地区保育所に係る管理事務費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

69,748千円 
22,455千円 

700千円 221千円 
900千円 地方公務員災害補償基金負担金 144千円 

1,413千円 
1,300千円 
1,320千円 

15,716千円 
13,125千円 

660千円 
10,613千円 

区分

事業費 138,871 138,315 △ 556

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 138,871 138,315 △ 556

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■職員 （大山きゃらぼく保育園）
園長1、副園長1、主幹保育士1、主任保育士7、保育士3
合計 13人分

■職員 （大山保育所）
所長1、主幹保育士1、主任保育士1、現業主幹1
合計 4人分

■職員（大山ひめぼたる保育園）
所長1、主幹保育士1、現業主幹1
合計 3人分

担当課 大山地区保育所
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 136 保育所管理事務

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保育所運営に係る管理事務費。 児童福祉法第39条に定める保育所を設置し、同法第35条第

3項の規定により保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児その他の児童を保育する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  図書
給料  施設備品
職員手当等 負担金補助及び交付金
共済費
報償費  嘱託医師謝礼
旅費  
需用費
役務費
委託料
使用料及び賃借料
備品購入費  

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山地区保育所

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 144 大山保育所

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

大山保育所の運営経費。
保護者が就労等で保育にかける未就学児童を預かり保育をする。児童福祉施設最低基準や保育所保育
指針に基づいて、年齢や個人差を考慮した保育を行い、３歳以上児は就学に向けて教育的要素を取り入
れた保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
1/2

(           )
1/2

(           )
1/3

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員分 5,192千円 20千円 
会計年度任用職員分 8,501千円 36千円 

4,837千円 
3,405千円 西部保育協議会負担金 5千円 

34千円 鳥取県子ども家庭育み協会 12千円 
286千円 

7,367千円 
700千円 
794千円 
257千円 

区分

事業費 27,653 31,446 3,793 現年保育料 1,710

国庫支出金 0 0 0 延長保育料 1

県支出金 570 1,504 934 中山間地域市町村保育料軽
減等モデル事業補助金 1,074

地方債 0 0 0 保育士等配置促進事業
費補助金 364

その他 1,182 2,383 1,201 自然に学び、遊びきれ、と
りっこ事業補助金 66

一般財源 25,901 27,559 1,658 保育所職員指導食負担
金（大山地区保育所） 672

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 保育施設の概要
・ 60人
・ 平日：7:30～18:00     土曜：7:30～12:00     
・ 満１歳の翌月～小学校就学前

■パートタイム会計年度任用職員 保育士1名、調理員1名、代替え分
■フルタイム会計年度任用職員 担任保育士1名、保育士2名分
■ 保育所入所人数

担当課 大山地区保育所
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 144 大山保育所

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児、その他の児童。

保護者の労働又は疾病その他の事由により、保育を必要とする
乳児、幼児、その他の児童に保育を提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。また、物価高騰等により、手数料、委託料など金額の増加および、
賄材料費については、一食当たり300円から340円に増額している。
また、遊戯室、玄関などのLED更新を予定している。

定      員
開所時間
対象児童

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意
R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8

大山保育所 3 2 1 3 6 3 4 6 5 3 5 5 24 22

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計
保育所



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  図書
給料  施設備品
職員手当等 負担金補助及び交付金
共済費
報償費  嘱託医師謝礼
旅費  
需用費
役務費
委託料
使用料及び賃借料
備品購入費  

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山地区保育所

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1074 大山きゃらぼく保育園

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

大山きゃらぼく保育園の運営経費。
保護者が就労等で保育にかける未就学児童を預かり保育をする。児童福祉施設最低基準や保育所保育
指針に基づいて、年齢や個人差を考慮した保育を行い、３歳以上児は就学に向けて教育的要素を取り入
れた保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(        )

1/3
(        )

1/2
(        )

1/2
(        )

(        )

(        )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員分 14,080千円 30千円 
会計年度任用職員分 46,466千円 226千円 

22,983千円 
16,273千円 西部保育協議会負担金 14千円 

57千円 鳥取県子ども家庭育み協会 36千円 
519千円 

31,704千円 
1,839千円 
1,087千円 

837千円 

区分

事業費 136,211 136,151 △ 60 子ども・子育て支援交付金 394

国庫支出金 394 394 0 子ども・子育て支援交付金 394

県支出金 6,587 3,162 △ 3,425 保育士等配置促進事業
費補助金 500

地方債 0 0 0 中山間地域市町村保育料軽
減等モデル事業補助金 2,268

その他 7,802 7,220 △ 582 保育所職員指導食負担
金（大山地区保育所） 3,301

一般財源 121,428 125,375 3,947 現年保育料ほか 3,919

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 保育施設の概要
・ 180人
・ 平日：7:30～19:00     土曜：7:30～18:00     
・ 満6か月の翌月～小学校就学前

■パートタイム会計年度任用職員 保育士2名、事務職1名、代替え分
■フルタイム会計年度任用職員 担任保育士2名、保育士6名、看護師1名、保育補助5名

分
■ 歳入内訳

・ 現年保育料ほか 現年保育料 3,608千円、延長保育料 53千円、一時保育料 258千円
■ 保育所入所人数

担当課 大山地区保育所
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1074 大山きゃらぼく保育園

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児、その他の児童。

保護者の労働又は疾病その他の事由により、保育を必要とする
乳児、幼児、その他の児童に保育を提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。また、フロンガス排出抑制法に基づく定期点検が必要となる上に、物
価高騰等により、手数料、委託料など金額の増加および、賄材料費については、一食当たり300円から340円に
増額している。

定      員
開所時間
対象児童

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意

R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8

大山きゃらぼく 12 12 25 20 29 30 40 33 41 43 37 42 184 180

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計
保育所



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  負担金補助及び交付金
給料  
職員手当等
共済費
報償費  嘱託医師謝礼
旅費  
需用費
役務費
委託料
使用料及び賃借料
備品購入費  図書

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山地区保育所

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1426 大山ひめぼたる保育園

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町保育所条例など

個別計画 なし

事業
概要

大山ひめぼたる保育園の運営経費。
保護者が就労等で保育にかける未就学児童を預かり保育をする。児童福祉施設最低基準や保育所保育
指針に基づいて、年齢や個人差を考慮した保育を行い、３歳以上児は就学に向けて教育的要素を取り入
れた保育を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

60/100
(         )
20/100
(         )

1/2
(         )

1/2
(         )

7/8
(         )

(         )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員分 4,678千円 
会計年度任用職員分 14,355千円 西部保育協議会負担金 4千円 

8,142千円 鳥取県子ども家庭育み協会 9千円 
5,032千円 

33千円 
254千円 

3,844千円 
1,049千円 

624千円 
59千円 
20千円 

区分

事業費 34,438 38,103 3,665 子どものための教育・保育
給付交付金 15,649

国庫支出金 12,251 15,649 3,398 子どものための教育・保育
給付費県負担金・補助金 5,216

県支出金 5,626 9,162 3,536 中山間地域市町村保育料軽
減等モデル事業補助金 598

地方債 0 0 0 保育士等配置促進事業
費補助金 500

その他 1,842 1,744 △ 98 保育対策総合支援事業
費補助金 2,848

一般財源 14,719 11,548 △ 3,171 現年保育料（地域型公
立）ほか 1,744

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 保育施設の概要
・ 19人
・ 平日：7:30～18:30     土曜：7:30～18:00     
・ 満6か月の翌月～3歳未満

■パートタイム会計年度任用職員 保育士2名、調理員1名、代替え分
■フルタイム会計年度任用職員 担任保育士1名、保育士2名、保育補助2名分
■ 歳入内訳

・ 現年保育料（地域型公立）ほか 現年保育料（地域型公立） 952千円、
延長保育料 3千円、保育所職員指導食負担金（大山地区保育所） 789千円

■ 保育所入所人数

担当課 大山地区保育所
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 5 保育所費

事業名 1426 大山ひめぼたる保育園

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
保護者の労働又は疾病その他の事由により、
保育を必要とする乳児、幼児、その他の児童。

保護者の労働又は疾病その他の事由により、保育を必要とする
乳児、幼児、その他の児童に保育を提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な保育サービスの提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

給料改定により、人件費を引き上げている。また、物価高騰等により、手数料、委託料など金額の増加および、
賄材料費については、一食当たり300円から340円に増額している。
令和7年度より「保育対策総合支援事業費補助金（保育補助者雇上強化事業）県補助金」を新たに申請し
ている。

定      員
開所時間
対象児童

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意

R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8

大山ひめぼたる 9 6 8 7 2 7 － － － － － － 19 20

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計
保育所



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

旅費  普通旅費
需用費 清掃業務

消耗品費
燃料費 給食配送業務
光熱水費 害虫駆除
修繕料

役務費
通信運搬費
手数料
保険料 公課費

委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 学校給食センター

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 350 学校給食センター（名和）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

学校給食法、学校給食衛生管理基準、大山町立学校給食センター条例、大山町立学校給食センター管
理運営規則など　

個別計画 なし

事業
概要

学校給食センター（名和）の維持管理費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

66千円 電気工作物保安業務 77千円 
264千円 

500千円 警備 185千円 
2,344千円 1,028千円 
6,500千円 234千円 
1,024千円 生ゴミ処理機保守点検 152千円 

調理機器等保守点検 396千円 
114千円 小荷物専用昇降機保守点検 192千円 
667千円 蒸気ボイラー保守点検 143千円 
123千円 13千円 

区分

事業費 14,372 14,022 △ 350

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 14,372 14,022 △ 350

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 名和給食センター
・ 食数 R7年度 約440食 （名和小 270、名和中 160、センター 10）

R8年度 約410食 （名和小 250、名和中 150、センター 10）
・ 単価 R7年度 小学生 310円、中学校 360円

R8年度 小学生 360円、中学校 420円
（食材等の物価高騰により 小学生50円、中学生60円増額。）

担当課 学校給食センター
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 350 学校給食センター（名和）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小・中学校の児童生徒及び教職員。 給食施設の維持管理を適切に行い、安全・安心な給食を提供

する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な給食の提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

物価高騰等により、手数料、委託料など金額が増加している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬  審議会委員
給料
職員手当等
共済費
需用費

消耗品費
燃料費
光熱水費
修繕料

役務費 使用料及び賃借料
委託料 公課費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 学校給食センター

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 600 学校給食センター（大山）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

学校給食法、学校給食衛生管理基準、大山町立学校給食センター条例、大山町立学校給食センター管
理運営規則など　

個別計画 なし

事業
概要

学校給食センター（大山）の維持管理費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100％
( 70％ )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

47千円 電気工作物保安業務 262千円 
4,700千円 消防設備保守点検 25千円 
3,677千円 清掃業務 277千円 
1,730千円 給湯設備保守点検 711千円 

警備 185千円 
300千円 給食配送業務 1,028千円 
141千円 害虫駆除 243千円 

10,000千円 調理機器等保守点検 495千円 
1,224千円 給食施設集約化改築実施設計 17,820千円 

962千円 13千円 
13千円 

区分

事業費 75,805 43,853 △ 31,952 過疎対策事業債（給食
施設集約化事業） 17,800

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 50,000 17,800 △ 32,200

その他 0 0 0

一般財源 25,805 26,053 248

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 大山給食センター
・ 食数 R7年度 約550食 （大山小 90、大山西小 280、大山中 170、センター 10）

R8年度 約540食 （大山小 80、大山西小 280、大山中 170、センター 10）
・ 単価 R7年度 小学生 310円、中学校 360円

R8年度 小学生 360円、中学校 420円
（食材等の物価高騰により 小学生50円、中学生60円増額。）

■ 給食施設集約化事業
令和10年度を目標に給食施設を大山給食センターへの集約を進める。
過疎対策事業債（充当率100％、交付税措置率70％）

担当課 学校給食センター
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 600 学校給食センター（大山）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小・中学校の児童生徒及び教職員。 給食施設の維持管理を適切に行い、安全・安心な給食を提供

する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な給食の提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

物価高騰等により、手数料、委託料など金額が増加している。給食施設集約化に向けた改築実施設計委託料
を新規計上している。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費
修繕料

役務費
手数料

委託料
清掃業務
害虫駆除
調理機器等保守点検

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 学校給食センター

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 1424 中山小学校（給食）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 学校給食法、学校給食衛生管理基準など　

個別計画 なし

事業
概要

中山小学校給食の維持管理費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

100千円 
200千円 

98千円 

129千円 
81千円 
99千円 

区分

事業費 1,644 707 △ 937

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,644 707 △ 937

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 中山小学校（給食）
・ 食数 R7年度 約190食（児童 約160食、 職員約30食）

R8年度 約190食（児童 約160食、 職員約30食）
・ 単価 R7年度 小学生 310円

R8年度 小学生 360円
（食材等の物価高騰により 小学生50円増額。）

担当課 学校給食センター
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 1424 中山小学校（給食）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小学校の児童及び教職員。 給食施設の維持管理を適切に行い、安全・安心な給食を提供

する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な給食の提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費
燃料費
修繕料

役務費
手数料

委託料
清掃業務
害虫駆除
調理機器等保守点検
蒸気ボイラー保守点検

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 学校給食センター

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 1425 中山中学校（給食）

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 学校給食法、学校給食衛生管理基準など　

個別計画 なし

事業
概要

中山中学校給食の維持管理費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

100千円 
1,000千円 

200千円 

122千円 

247千円 
290千円 
99千円 

171千円 

区分

事業費 2,069 2,229 160

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 2,069 2,229 160

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

■ 中山中学校（給食）
・ 食数 R7年度 約90食  （生徒 約70食、 職員約20食）

R8年度 約100食（生徒 約80食、 職員約20食）
・ 単価 R7年度 中学校 360円

R8年度 中学校 420円
（食材等の物価高騰により 、中学生60円増額。）

担当課 学校給食センター
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 3 学校給食費

事業名 1425 中山中学校（給食）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
中学校の生徒及び教職員。 給食施設の維持管理を適切に行い、安全・安心な給食を提供

する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

安心・安全な給食の提供

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

参考
資料

※任意


